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研究成果の概要（和文）：本研究は、メタ認知的アプローチにより看護学生が臨床現場に適応するためのロール
モデルの形成を目指した教育プログラムを開発することを目的とした。その結果、看護学生は身近な存在からロ
ールモデルを見出し、模倣し、振り返り試行錯誤しながら、目標へと近づく努力をしていた。一方、現状に精一
杯で目標を見出せない者も存在するため、適宜、目標設定できるように教育的な関わりが重要であることの示唆
を得た。

研究成果の概要（英文）：The purpose of this research was to develop an educational program aimed at 
supporting nursing students in adapting to the clinical environment to find a role model by 
metacognitive approach. As a result, nursing students were making efforts to achieve their goals 
while finding a role model around themselves, imitating the behaviors, and reflecting on themselves 
through trial and error. Meanwhile, for students making the utmost effort only to cope with the 
present situations and not being able to find a goal to achieve, we got the suggestion that 
educational involvement by teachers is important so that the goal can be set appropriately.

研究分野：基礎看護学
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１．研究開始当初の背景 
 ロールモデルを獲得し自ら学ぶことの重
要性が指摘される中、ロールモデルは情意的
な効果や目標設定の指針になるというポジ
ティブな側面をもつことが示されているも
のの、限界も示唆されている。Wiseman 
(1994)はロールモデルを模倣しても臨床能力
が向上するとは限らないことを報告した。こ
の点からロールモデルは模倣のように学び
の対象となるのではなく、自己の内面に取り
入れて、自己の行動を振り返る際の比較対象
あるいは基準として機能することによって
効果をなしうると考えられる。 
これまでに、我々は学生の自己の行動を振
り返ること、自己焦点化がロールモデルの選
択に及ぼす影響を調べた（鍋田ら,2013）。学
生は自己焦点化あるいは他者焦点化のいず
れかを行った後に、ロールモデルにとって重
要な行動を選択した。その結果、自己焦点化
した学生において、自分のストレス管理につ
いての項目を重要だと選択する傾向が認め
られた。自己の行動に意識を向けることで現
実の文脈を意識したロールモデルが形成さ
れることが示唆され、自己焦点化を支援する
ことの重要性を明らかにした。次に、実習経
験を経ることで、ロールモデルとしてふさわ
しい行動や特性を達成するためにどのよう
に努力を調整するのかを検討した。その結果、
実習経験により限定された行動や特性を達
成するために多くの努力をするように調整
することが明らかとなった（鍋田ら,2015）。 
看護は対象により状況が変わることがあ
り、それに基づいて意識的に目標を変える必
要がある。また、卒後は看護師として成長す
るための目標があるが、多くの目標を自分に
あった目標に修正していく必要がある。目標
が膨大であったり、暗黙的である場合、意識
的に目標を変えることができない。また、看
護師は日々緊張した実践を行っており、常に
ストレスにさらされる。こうした状況で習慣
的に目標を考えることが重要である。 
そこで、学生のうちに看護師としての成長
を育むことができるような目標を立てられ
るように、成長の目標となるロールモデルを
立てる経験をメタ認知的アプローチにより、
意識的に目標をもって成長できる能力を育
成することを目指したプログラムを設計す
ることを目的とする。 
 
２．研究の目的 
本研究は、メタ認知的アプローチにより看
護学生が臨床現場に適応するためのロール
モデルの形成を目指した教育プログラムを
開発することを目的とする。  
 
３．研究の方法 
（１）看護学生のロールモデルの形成および
活用の検討 
 対象：A看護系大学に所属する４年生14名。
時期：2015 年 3～4月。 

方法：1 グループ 5 名程度でフォーカスグ
ループを実施した。「ロールモデルとして認
識する看護師あるいは看護師の行動はどの
ようなものか」「どのようにロールモデルを
活用するのか」「どのように目標を作り出す
のか」などインタビューした。インタビュー
時間は約１時間。分析は会話内容を録音した
ものから逐語録を作成し、質的記述的に行っ
た。 
 
（２）方法２：新人看護師のロールモデルの
活用プロセス 
対象：A 看護系大学を卒業した 2 年目看護
師3名によるフォーカスグループを実施した。
入職1年目および学生時代を振り返ってもら
い、「ロールモデルとして認識する看護師あ
るいは看護師の行動はどのようなものか」
「どのようにロールモデルを活用するのか」
「どのように目標を作り出すのか」などをイ
ンタビューした。インタビュー時間は約１時
間。分析は会話内容を録音したものから逐語
録を作成し、質的記述的に行った。 
 
（３）方法３：看護学生へのキャリア形成に
向けた取り組み 
 対象：A大学看護系学部 2年生 80 名 
 時期:2017 年 1月 
方法:看護学生のキャリア形成支援として
ロールモデルとなる 5～7 年目の看護師 2 名
と助産師1名に大学卒業後から現在の活動を
語ってもらい学生と交流を行うプログラム
を実施した。時間は 90 分である。 
プログラム参加後の学生の自由記述によ
る感想を質的分析した。分析は記述内容から
類似した意味内容に合わせ分類した。分析は
研究者間の合意が得られるまで行った。 
 
倫理的配慮：研究への参加はすべて自由参
加であり、研究への参加・不参加で不利益の
ないこと、調査結果についても研究以外の目
的に使用しないこと、データの取り扱いにつ
いてプライバシーの保護に十分配慮するこ
とについて説明を行った。学生には、強制力
がかからないように、成績に影響しないこと
を説明した。 
 
４．研究成果 
（１）看護学生のロールモデルの形成および
活用の検討 
 看護学生がロールモデルとして認識する
看護師および行動は、【患者にとって何が大
事かを考えて行動する】【向上心がある】【楽
しみながら働く】【忙しくても忙しさを患者
に感じさせない】【余裕がある】【話しやすい
雰囲気がある】【冷静な判断と的確な対応】
【誰からも信頼される存在】等が見出された。
それらのロールモデルについて【身近な存在
からモデルをみつける】【いいなと感じる】
【見てまねる】【積極的に相談し助言を受け
る】【長期目標に向かって短期目標をもつ】



【優先順位を考えて行動する】といった行動
をとる一方、【目標への期待と不安】を感じ、
【目標がわからない】【受動的行動をとる】
者も認めた。また、ロールモデル（目標）に
向かって【経験と知識を積む】【振り返り試
行錯誤する】【自分を知り自分にあった方法
をみつける】等の認識をしていた。 
 看護学生は身近な存在からロールモデル
を見出し、模倣し、振り返り試行錯誤しなが
ら、目標へと近づく努力をしていた。一方、
現状に精一杯で目標を見出せない者も存在
するため、優先順位を考え、できることから
目標設定するような教育的な関わりが大切
であることの示唆を得た。 
 
（２）新人看護師のロールモデルの活用プロ
セス 
 新人看護師のロールモデルの活用は、【学
生時代のモデル】はあるものの【1 年目は仕
事に必死】で【現実を知る】。そこから、【先
輩に目を向ける】ことで【それぞれの良いと
ころを発見しモデルとする】。また、【特定の
モデルはいない】がそれぞれの【良い行動を
取り入れモデルに近づく努力をする】。【変化
する目標】に対応しながら 1年を経過し、【モ
デルに少し近づく】ことができたと感じてい
た。  
【モデルとする看護師や看護師の行動】は
「患者のところによく行く」「患者が話しや
すい存在」「患者のことを考えて動く」「患者
への関心が強い」「患者に負担が少ない技術」
「信頼関係の構築」「予測して関わる」「リー
ダーシップをとる」「仕事がはやい」「無駄が
ない」であった。 
 
（３）看護学生へのキャリア形成に向けた取
り組み 
 プログラムにおいて、看護学生のロールモ
デルとなる看護師に大学卒業後から現在の
活動を語ってもらうことで、プログラム参加
者は、【経験談を聴くことが貴重と感じる】
【卒業後のプロセスを知る】【自分と向き合
う】【将来を考える材料となる】【今の自分の
課題を持つ】【看護師としての目標を持つ必
要性を知る】と感じていた。 
 【経験談を聴く】は｢貴重な話が聞けた｣｢も
っと聞きたかった｣から構成された。【卒業後
のプロセスを知る】は｢実際の現場を知るこ
とができた｣｢成長過程を知ることができた｣
などから構成され、【自分と向き合う】は｢今
の自分と向き合う｣｢今の自分と看護師とを
比べる｣など、【将来を考える材料となる】は
｢将来を考えるきっかけになった｣｢将来のイ
メージができた｣など、【今の自分の課題を持
つ】は｢しっかり勉強したい｣｢実習を大切に
したい｣など、【看護師としての目標を持つ必
要性を知る】は｢理想の看護師像を持つこと
が大切と感じた｣｢目標を持つことが大切と
感じた｣などで構成された。 
 学生は先輩看護師から【経験談を聴く】こ

とで【卒業後のプロセスを知る】。その結果
【自分と向き合うこと】や【将来を考える材
料となる】ことで【今の自分の課題を持つ】
【看護師としての目標を持つ必要性を知る】
ことができていた。2 年生を対象とした先輩
看護師の語りを聴くプログラムは、学生の内
省および学習態度について、課題を見出し、
看護モデルを活用することで、キャリア支援
の一助となることが示唆された。 
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